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兼 自動車技術総合機構 交通安全環境研究所 自動車安全研究部長 
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           兼 住友電気工業㈱CAS-EV開発推進部 業務企画部 部長補佐 
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牧野 充浩 警察庁 長官官房 参事官 
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 轟木 誠一郎 文部科学省 科学技術・学術政策局 研究開発基盤課 総括・交流係長 
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事務局 
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 古賀 康之 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 SIP 自動運転リーダー 

 植木 健司 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 SIP 自動運転サブリーダー 
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４．議題【公開部】 

１．「東京臨海部実証実験 TF の設置について」改定について  

２．研究開発計画の改定等について 

３．社会的受容性の醸成、国際連携の強化 

（１）SIP自動運転 これまでの取組の概要と今後の取組 

（２）経済産業省等における社会受容性に関する取組 

４．SIP自動運転 今後の取組に向けた議論  

５．自動運転に関する動向報告  

【非公開部】 

６．SIP自動運転 今後のスケジュール等 

 

５．配布資料 

推委 14-１ 東京臨海部実証実験 TFの設置について(案)  【公開資料】 

推委 14-２ 2021年度 SIP自動運転研究開発計画の改定について 【公開資料】 

推委 14-３-１ SIP自動運転 これまでの取組の概要と今後の取組 【公開資料】 

推委 14-３-２ 社会受容性に関する取組（経済産業省・国土交通省） 【公開資料】 

推委 14-５-１ 警察における自動運転の実現に向けた取組及び令和２年度 自動運転の実現に向け

た調査研究報告書について       【公開資料】 



推委 14-５-２ 自動走行ビジネス検討会等の取組について      【公開資料】 

推委 14-６ SIP自動運転 今後のスケジュール      【非公開資料】 

参考資料１ 2021年度施策一覧         【公開資料】 

参考資料２ 推進委員会等名簿         【公開資料】 

参考資料３ 「道の駅「奥永源寺渓流の里」で全国２箇所目の本格導入へ」プレスリリース 

  【公開資料】 

参考資料４ 「モビリティ分野のビジネスの創出を支援する交通環境情報ポータルサイト 

「MD communet(TM)」を一般公開開始」プレスリリース       【公開資料】 

参考資料５ 開催スケジュール            【非公開資料】 

（別添）令和 3 年度 SIP自動運転（システムとサービスの拡張）研究開発計画   【公開資料】 

 

 

６．議事概要 

【公開部】 

１．「東京臨海部実証実験 TF の設置について」改定について  

 推委 14-１に基づき、東京臨海部事象実験 TF における検討事項として、「東京臨海部実証実

験に関係する施策の連携推進にあたっての課題に関すること」を追加することが附議され、承

認された。 

２．研究開発計画の改定等について 

 推委 14-２に基づき、内閣府から 2021 年度の研究開発計画の改定概要について、社会実装に

向けた 21年度以降の研究開発等の取組の方向性とともに、交通環境情報の構築・配信、仮想

空間での安全性評価環境の構築、新たなサイバー攻撃手法と対策技術、地理系データの流通ポ

ータルの構築を重点 4 テーマとして進めて行くことの説明がなされた。 

３．社会的受容性の醸成、国際連携の強化 

（１）SIP自動運転 これまでの取組の概要と今後の取組 

 推委 14-３-１に基づき、内閣府から社会的受容性の醸成に係る取組について、2019 年に定め

た全体戦略にそってこれまでに実施してきた取組の概要と 21年度以降の取組についての具体

的な方向性と計画の説明がなされた。 

（２）経済産業省等における社会受容性に関する取組 

 推委 14-３-２に基づき、経済産業省から 3 月に実施した社会受容性シンポジウム及び永平寺

自動運転出発式について、その内容や現地と東京をオンラインでシームレスに繋いで実施し

たことなどの報告がなされた。 

４．SIP自動運転 今後の取組に向けた議論  

 議題の１から３について、各構成員から、様々な社会的課題を踏まえた、今後の自動運転に関

する研究開発、社会的受容性の醸成や国際連携の強化など、自動運転の社会実装に向けた方向

性等についての発言がなされた。 

５．自動運転に関する動向報告 



 推委 14-５-１に基づき、警察庁から自動運転に向けた警察の取組の概要と、令和２年度に実

施した「自動運転の実現に向けた調査検討委員会」において、従来の「運転者」の存在を前提

としないレベル４の自動運転を想定し、限定地域での遠隔監視のみの無人自動運転移動サー

ビスを念頭に交通ルールの在り方、自動運転システムだけでは対応できない事態が発生した

場合の安全性の担保方策等について検討された結果概要の説明がなされた。 

 推委 14-５-２に基づき、経済産業省から自動走行ビジネス検討会等の取組について、次期プ

ロジェクト等の推進を始めとする取組の概要、スケジュール、推進体制等とともに、「自動運

転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）」

研究開発・社会実装計画（案）について説明がなされた。 

 

【非公開部】 

６．SIP自動運転 今後のスケジュール等 

 推委 14-６に基づき、内閣府から２０２１年度のスケジュール等に関して説明がなされた。 


